
「環境・農業・観光が調和
した岩室温泉街の持続的な

まちづくり」

一般社団法人おらって新潟市民エネルギー協議会

環境省 持続可能な開発目標（SDGs）活用した
地域の環境課題と社会課題を同時解決するための民間活動支援事業
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2019.4
1



2018年度末

地域の状態

2019年度末

地域の状態

2022年度末

地域の状態

●「SHE」が、多様性を包括する地域のプラットフォームとして機能している。
―人との関わりを結ぶことによるセーフティーネットとしての機能

(対話の場づくり、窓口、ゆるやかなネットワークなど)
―新規事業開設や既存の地場産業の支援

(マッチングやエンパワーメント、基金など)
●経済と自然が調和した産業が当たり前になり、仕事でのつながりが増え、意識と誇りをも
って働く人が増える
●「SHE」が介入する取り組みが、岩室（旧西蒲原地域）の環境、農業、観光、福祉、食、
教育が調和した地域資源循環型地域、「田園型環境都市にいがた」のモデル地域での取り組
みとして認知度が高まり、観光客数や交流人口が増えている。

● 2018年度で見えてきた、里山の地域資源と福祉と文化(アート、音楽)、地場産業

(農業、温泉街)との相乗効果を狙った、小さなプロジェクトの実践が地域内の連

帯で展開されている

● 上記の地域連帯型の取り組みを通じ、地域内外の関係者を中心に、地域循環共生

のイメージを共有できるようになる

● 岩室地域の里山資源を使った地域資源循環ビジネス構想がみえてきている

● 西蒲原地域内で、「開かれた小さな対話」が自発的積極的に開かれたり、声掛け

がされるようになってきている

●多様なステークホルダーが、この取り組みに関心を持ち、それぞれの期待感を持っ

ている状況。

―若手農業従事者の集まり「FARMFLAG」との信頼関係が築けた

―あなぐま芸術祭実行委員会とも関係し、福祉関係者と共に地域課題

解決にむけたイベントや事業を進めていく基盤ができた

●地域資源の活用へのニーズはあるが、例えば地域再生可能エネルギーに対する関心

はあるが、具体的にどう生活や産業と結び付けたら良いかというイメージは持てない

など、環境・経済・社会のつながり(豊かさとは何か)について具体的なイメージは持て

ていない状況。

①取組で目指す地域像

目指す未来
からの逆算

目指す未来
からの逆算
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文化・アート

環境・エネルギー

MUSIC
LABOLATORY

協働主体

新潟サポータ
ーズクラブ

山小屋会
（市民交流）

地元大学
新潟、国際、県立

吉祥寺マル
シェ

三条ものづくり学校

沼垂ビール

新潟オクトーバーフェスト

大森建築

P-can factory
元村

ミュージック
クリエーターズエージェント

地元小学校・中
学校

新潟観光
コンベンション協会

新潟県観光協会

新潟県ホテル旅館
組合

景観づくりWS
（新潟大学・みちlab.）

明治大学・昭和女子大学
岩室温泉活性化PJ

武蔵野美術大学
わら・映画・商品

旧庄屋佐藤家関連

やさいのへや
りゅうのひげ会

いわむロック実行委員会

FARM FLAG
若手農家たち

岩室温泉自治会

岩室温泉観光協会

岩室地域ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会源泉協同組合

岩室温泉旅館組合

岩室温泉地域
づくり協議会

岩室商工会

採択団体
おらって

にいがた市
民環境会議

新潟市
環境政策課

ＮＰＯ法人
いわむろや

ものづくり・デザイン関係

アーティスト関係

再エネ関連

地元企業
ADA、コロナ等

新潟県域

首都圏のリソース

灯りプロジェクト
地元飲食店

いわむろ案内人

地域のキーパーソン

プロボノ

新潟市
西蒲区役所

岩室小学校

全国ご当地エネルギー協会

岡村翼

阿賀野屋

畑山建築
畑山駿

レスカルゴ
地域の製造業

観光・農業

笹祝酒造

YOUME design

地域の福祉関係

沼垂テラス

すこやか福祉会
かたくりの里

増田稔
吉田絢子

ミチシルベ
（移住支援）

地域文化創生プロジェクト

社会福祉法人
まき福祉会
渡邉賢一

アーツカウンシル新潟

ほたるの会
史跡保存会

にしかん障がい者
アート展実行委員会

岩室地域組合・自治会

ひうら農場
樋浦幸彦

第四生産組合
竹野勝行

グリーンプラント巻
若林聡

農業法人果香詩
永塚崇嗣

燦燦ＣＡＦＥ
高橋英一

ＫＯＫＡＪＩＹＡ
熊倉誠之助

観光・旅館業
若手跡継ぎ

ゆめや
武藤源太
緒方りな

松屋

長谷川酒店
長谷川

小富士屋

温泉郷

蛍コンサート 岩室盆踊り大会

ガストロノミー

あなぐま芸術祭実行委員会

環境・再エネ

瀬戸ワイナリー

C’sキッチン/Ｒｕｃｏｔｏ
佐藤千裕

ライター
長谷川円香
村山亜紗美岩室シェアハウス

（SHE拠点）

老人デイサービス
センター岩室
杉山光順

②運営体制の整理（ステークホルダーとの関係性）
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③ 2019年度末までの到達目標

項目
目標

（課題に対してどの程度解決に繋がる取組が進められるか）

【取組課題①】
・地域における再生
可能エネルギーの理
解促進が進まない

・住環境や温泉旅館（飲食店）の冷暖房における省エネやCOOLCHOICEなど
の検討から、環境やエネルギーによる関心を高める
・FARMFLAGチームメンバーにさらに具体的なプロジェクトを検討し、再生
可能エネルギーが農業や食と結びつく点を検討する。

【取組課題②】
・地域資源の豊かさ
が見えづらくなって
いて、地域循環型社
会が構築できない

・岩室の未来を考えるシンポジウムにて、2018年度に出会った「農業」「福
祉」「観光」「環境」「食」で活躍されている方と共に公開対話をし、来場者
と共に「豊かさ」や地域循環社会をイメージし、共有することを試みる。

【取組課題③】
・地場産業・自然環
境整備と地域リーダ
ーの担い手不足

・岩室および西蒲原の山林資源の勉強会・調査と対話ダイアログを通じて、①
里山が地域に存在することの価値を再認識する、②里山をどう活用することで
保全に繋がるかアイディアを募る
・文化(アート、音楽)のジャンルを活かし、子供たちや保護者、地域の若者が
気軽に参画できる土台を醸成する

【取組課題④】
・地場産業の分断に
よる地域の持続可能
性の低下

・「2018年の対話」の芽を小さなプロジェクトへのアクションに変えエンパ
ワーメントする
例）福祉×アート（音楽）×いわむロックFESTIVAL2019

福祉×観光×あなぐま芸術祭
環境×農業×食×カルチャー（スポーツ）×食文化推進プロジェクト

4



④ 課題解決に向けたスケジュール（平成31年度）

4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

【取組課題①】
・地域における再
生可能エネルギー
の理解促進が進ま
ない

【取組課題②】
・地域資源の豊か
さが見えづらくな
っていて、地域循
環型社会が構築で
きない

【取組課題③】
・地場産業・自然
環境整備と地域リ
ーダーの担い手不
足

【取組課題④】
・地場産業の分断
による地域の持続
可能性の低下

全
国
報
告

会

い
わ
む
ろ
っ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
望
年
会

S
H

E

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ
ッ
ク
オ
フ

た
き
火
ダ
イ
ア
ロ
グ

た
き
火
ダ
イ
ア

ロ
グ

森
林
調
査

w
ith

朝
日
航
洋

コ
ピ
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吉
祥
寺
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「
お
だ
や
か
な
革
命
」
映
画
上
映

等
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

勉
強
会

動画または人物名鑑制作

連
絡
会

住
環
境
（
健
康
）×

再
エ
ネ
の
勉
強
会

温
泉
旅
館
の

再
エ
ネ
活
用
検
討

連
絡
会

た
き
火
ダ
イ
ア
ロ
グ

ピ
ア
万
代
出
展

た
き
火
ダ
イ
ア
ロ
グ
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⑤ 2ヵ年事業計画（H30.8）からの変更点

計画の変更点（項目） 変更した理由

【取組課題①】
・地域における再生可能
エネルギーの理解促進が
進まない

当初目標 ◇地域資源や自然資本を活用したビジネスプランが策定されている
変更目標 ◇経済と地域資源や自然が調和した仕事や仕事でのつながりが増え、

意識と誇りをもって働く人が増える
理由：地域に元からある組織や団体が、個々のプロジェクトや事業を、そのような
視点で捉えなおすことで、持続的な循環と共生を生み出すことが可能だと考えた。

【取組課題②】
・地域資源の豊かさが見
えづらくなっていて、地
域循環型社会が構築でき
ない

当初目標◇岩室温泉街における地域循環型社会のモデルイメージの完成し、地域住
民および関係者と共有され、それに基づいた活動や事業の芽が生まれる
→岩室地域内外のメンバーで形成されるプロジェクトチームが形成される

変更なし

【取組課題③】
・地場産業・自然環境整
備と地域リーダーの担い
手不足

当初目標 ◇岩室地区の住民が、地域の担い手作りの重要性に気付き、地域外の人
とも協働しながら、具体的な支援策を検討し始める

変更なし

【取組課題④】
・地場産業の分断による
地域の持続可能性の低下

当初目標 ◇課題①～③への取組の中で、地域の現状を把握し、より効果的に
本事業に結びつける方策を考える

変更目標 ◇課題①～③への取組みの中で、地域の現状を把握し、対話の機会を
つくることで本事業に結び付ける方策を考える。

「未来マップ」の作成が、地域資源を活用した地場産業の展開につながる手段とし
てよいと当初想定していたが、既存のプロジェクトや組織、ネットワークをつなぎ
実現可能な小さなプルジェクトを実行し、実績を残していくことが人材不足の地域
にとって最も効果的なエンパワーメントとなる(課題①、②) 6



⑥ その他補足事項

■その他、留意事項などがあればお書きください

・

■事業を進める上での課題やリスクとその対策

・個々の取りんでいるビジネスや活動とを連動することができるか（その可能性を共に探ることにも価値が

あると考える）
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